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令
和
４
年
度
ま
ち
な
か
朝

市(

山
田
達
也
会
長)

が
、
５

月
21
日
（
土
）
の
ス
タ
ー
ト
か

ら
好
天
に
恵
ま
れ
、
毎
週
１

０
０
人(

朝
市
調
べ)

以
上
の

お
客
様
で
賑
わ
っ
て
い
ま

す
。
16
日
県
中
農
林
事
務
所

企
画
部
指
導
調
整
課
職
員
、

嶋
根
氏
、
郡
司
氏
が
訪
れ
、
生

鮮
食
品
の
表
示
。
名
称(

品

名) 

産
地
表
示
、
指
導
を
受 

2022 みんなのまちなか朝市 

と
児
童
の
減
少
に
よ
り
、
街
頭
指

導
に
改
革
を
。
交
通
安
全
協
会
の

一
本
化
。
石
川
地
区
で
は
、
第
１

分
会
～
第
５
分
会
が
あ
り
、
高
齢

化
と
後
継
者
不
足
等
で
１
本
化

し
て
は
。
防
犯
に
つ
い
て
、
空
き

家
増
え
、
草
木
が
伸
び
放
題
、
除

草
作
業
を
自
治
会
で
対
応
し
て

い
る
。
町
営
住
宅
で
は
施
錠
さ
れ

て
い
な
い
所
も
あ
る
。
防
災
に
つ

い
て
、
旧
町
内
に
お
い
て
消
火
栓

が
水
の
出
が
悪
い
箇
所
も
多
く

役
目
を
果
た
し
て
い
な
い
。
埋
設

消
火
栓
を
地
上
に
移
設
し
て
ほ

し
い
。
消
火
栓
の
管
理
、
消
火
訓

練
が
必
要
。
災
害
時
の
一
人
暮
ら

し
高
齢
者
へ
の
対
応
の
ル
ー
ル

化
他
の
問
題
が
提
示
さ
れ
た
。 

 

話
合
い
で
は
、
交
通
に
お
い
て

は
、
朝
の
通
学
時
に
お
け
る
。
裏

道
の
交
通
渋
滞
、
自
転
車
通
学
者

の
安
全
運
転
マ
ナ
ー
違
反
が
多

く
歩
行
者
と
の
事
故
を
お
越
し

か
ね
な
い
。
自
転
車
は
、
車
道
左

側
を
通
行
す
る
こ
と
が
義
務
化

さ
れ
て
い
る
。
自
転
車
利
用
者
は

ル
ー
ル
を
守
っ
て
走
行
し
て
ほ

し
い
。
防
犯
に
つ
い
て
は
、
空
家

の
維
持
管
理
等
に
自
治
会
役
員

が
駆
り
出
さ
れ
、
対
応
が
追
い
つ

か
な
い
現
状
も
あ
る
。
防
災
に
つ

い
て
は
、
水
が
チ
ョ
ロ
チ
ョ
ロ
の

消
火
栓
で
は
、
火
災
発
生
時
の
初

期
消
火
も
出
来
ず
、
早
急
の
消
火

栓
の
修
繕
等
が
必
要
、
埋
設
消
火

栓
は
、
冬
季
の
凍
結
で
す
ぐ
に 

け
た
。
お
客
様
へ
の
安
全
・
安

心
を
届
け
る
情
報
源
と
し
て
、

万
が
一
、
事
故
が
発
生
し
た
場

合
の
原
因
究
明
や
製
品
回
収

な
ど
の
行
政
措
置
を
迅
速
か

つ
的
確
に
行
う
た
め
の
手
掛

か
り
と
な
り
ま
す
。
今
回
の
対

象
は
、
店
頭
に
並
べ
た
農
産

物
、
鶏
卵
、
玄
米
・
精
米
に
つ

い
て
指
導
を
受
け
、
指
導
に
基

づ
き
、
23
日
よ
り
石
川
町
産

き
ゅ
う
り
等
野
菜
類
に
つ
い

て
表
示
を
行
っ
た
。
今
後
も
継

続
し
て
行
い
ま
す
。 

 

８
月
朝
市
は
、
６
日
、
12
日

（
花
市
・
お
盆
用
品
他
）
27
日

の
開
催
、
13
日
、
20
日
は
お
盆

休
み
と
な
り
ま
す
。
ま
ち
な
か

朝
市
で
は
、
随
時
出
店
者
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。
石
川
自
治
セ
ン
タ

ー
☎
２
６-

１
５
５
４
迄 

石川自治協議会設立第２回グループワーク（防犯・防災・交通）について 

 

21
日
石
川
自
治
協
議
会
設
立
に

係
わ
る
話
合
い
が
行
わ
れ
た
。
区

長
９
名
・
安
心
安
全
部
会
２
名
・
役

場
３
名
・
自
治
セ
ン
タ
ー
２
名
が

出
席
し
た
。
６
月
の
福
祉
部
会
に

続
い
て
、
安
心
安
全
部
会
「
交
通
・

防
犯
・
防
災
関
係
」
に
つ
い
て
区
長

班
、
安
全
安
心
部
会
班
に
別
れ
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
行
わ
れ
、

安
全
・
安
心
の
為
の
課
題
を
上
げ
、

課
題
に
対
し
て
の
解
決
に
つ
い
て

話
合
い
が
行
わ
れ
た
。 

 
課
題
、
交
通
に
つ
い
て
、
朝
夕
の

小
・
中
学
生
の
送
迎
時
、
交
通
量
が

多
く
、
規
制
要
望
。
一
方
通
行
規
制

― 

を
。
商
工
会

～

石

川

ガ

ス
間
。
土
木

事
務
所
～
有

賀
パ
ー
マ
店

間
の
朝
の
交

通
規
制
。
歩

道
を
走
る
高

校
生
の
自
転

車
が
多
く
危

険

を

感

じ

る
。
自
転
車

の
安
全
マ
ナ

ー
の
徹
底
と

ス
ピ
ー
ド
の

減
速
。
歩
道

の
整
備
。
一

戸
一
名
運
動

の
見
直
し
要

望
。
高
齢
化 

 

に
使
用
出
来
な
い
等
か
ら
改
善
要

望
が
以
前
よ
り
出
て
い
る
。各
行
政

の
事
情
に
よ
り
苦
慮
し
て
い
る
事

も
多
く
、
話
合
い
に
よ
り
解
決
の
一

助
と
な
る
事
も
多
く
、
問
題
解
決
、

話
合
い
の
場
と
し
て
多
く
の
方
々

に
出
席
し
て
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
次

回
は
９
月
で
す
。 

玄
関
に
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
リ
リ

ー
が
満
開
で
す
。（
水
野
正
晴
さ
ん

新
田
区
提
供
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★石川寿大学グランドゴルフ成績(6 月 21 日立ヶ岡グランド) 

優 勝 矢吹サイ子・渡辺シゲ子組 準優勝 溝井昭二・高久田マキ組  

第３位 荒川フミエ・我妻良子組 ＢＢ賞 矢内 允・福田ヒサ子組  

ホールインワン賞 矢吹サイ子、溝井昭二   

ホールインワン大会９名達成矢吹和代、山田孝子、吉田クラ、小豆畑絹子 

須藤マサ子、矢吹ミツエ、我妻良子、有賀キヨ子、渡辺シゲ子。 

★新田寿健康大学グランドゴルフ成績(6月 16 日新田ふれあいセンター) 

優 勝 下山田恵子 

準優勝 斎藤 祐治 

第３位 小豆畑幸司 

第４位 大森 光峰 

第５位 大竹 キイ 

８月度行事予定＊諸般の事情により日時等変更になる場合もあります。                               

日 曜 行 事 予 定 備 考 

３ 水 レディース外槇学習会 19：00 王子平集会所 

４ 木 レディースきたす学習会 18：00 町民グランド 

10 水 第一回石川地区敬老会実行委員会 18：00 石川町役場３F 

12 金 まちなか朝市「花市開催」7：00 石川自治センター 

まちなか朝市 8月 6日.12 日(金).27 日朝７時開始 石川自治センター 
 

 

 

 

り
し
た
呼
吸
と
動
作
を
行
う
よ
う
指

導
を
受
け
て
い
た
。
焦
ら
ず
ゆ
っ
く

り
継
続
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。 

 

2022生涯学習活動 

新
田
寿
健
康
大
学
（
小
豆
畑
幸
司

委
員
長
）
は
、
21
日
「
歌
っ
て
健
康
」

学
習
会
を
行
っ
た
。
22
名(

男
性
９
名

女
性
13
名)

が
参
加
し
た
。
コ
ロ
ナ 

 

 

 

 

レ
デ
ィ
ー
ス
新

田(

本
間
浩
子
委
員

長)

は
、
14
日
新
田

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
で
、
７
月
学
習
会

「
ヨ
ガ
教
室
」
を
、

学
級
生
の
健
康
増

進
、
維
持
の
目
的
で

行
っ
た
。
12
名
が

参
加
し
た
。
講
師
に

は
、
降
矢
幸
枝
先
生

を
講
師
に
迎
え
、
各

自
無
理
の
な
い
ヨ

ガ
特
有
の
ゆ
っ
た 

レ
デ
ィ
ー
ス
学
級
猫
啼(

小

豆
畑
ケ
イ
子
委
員
長)

10
日
、

三
春
町
方
面
へ
、
３
年
振
り
の

「
も
の
づ
く
り
体
験
」
移
動
研

修
を
行
っ
た
。
学
級
生
12
名

が
参
加
し
た
。
三
春
町
デ
コ
屋

敷
彦
治
民
芸
に
お
い
て
行
っ

た
。
学
級
生
は
久
々
の
体
験
で

も
あ
り
、
緊
張
の
中
、
楽
し
ん

で
干
支
へ
の
絵
付
け
体
験
を

行
っ
た
。
初
め
に
、
十
二
支
の

中
か
ら
、
絵
付
け
を
す
る
干
支

型
を
選
ん
だ
。
見
本
の
干
支
を

参
考
に
絵
付
け
を
す
る
。
今
回

の
絵
付
け
は
、
先
生
の
手
助
け

が
一
切
な
く
、
自
分
自
身
で
最

後
ま
で
や
り
遂
げ
ま
し
た
。
同

じ
色
を
塗
る
の
に
も
悪
戦
苦

闘
し
な
が
ら
見
事
完
成
さ
せ

ま
し
た
。
お
疲
れ
様
で
し
た
。

尚
、
製
作
さ
れ
た
干
支
は
、
文

化
祭
で
展
示
予
定
で
す
。 

 

石
川
寿
大
学
（
鈴
木
芳
幸
委
員
長
）

は
、
19
日
学
習
会
「
石
川
地
方
文
化

財
他
見
学
」
を
35
名
（
男
性
７
名
女

性
27
名
が
参
加
し
て
行
わ
れ
た
。
９

時
30
分
石
川
自
治
セ
ン
タ
ー
を
出

発
し
、
谷
地
木
造
千
手
観
音
菩
薩
立

像
を
見
学
拝
礼
。
谷
地
分
水
嶺
を
見

学
し
た
。
次
に
、
母
畑
北
山
の
国
登

録
有
形
文
化
財
添
田
家
住
宅
を
見
学

し
た
。
母
屋
の
玄
関
口
で
建
物
の
説

明
を
受
け
た
。
３
ヶ
所
目
は
、
名
勝

須
賀
川
牡
丹
園
見
学
。
昼
食
後
、
旧

中
谷
第
二
小
学
校
「
ひ
と
く
ら
す
」

見
学
、
代
表
理
事
三
森
孝
浩
さ
ん
よ

り
、
活
動
の
思
い
や
宿
泊
施
設
や
多

目
的
ホ
ー
ル
を
案
内
し
て
頂
い
た
。 

 

石
川
自
治
セ
ン
タ
ー

休
館
の
お
知
ら
せ 

石
川
自
治
セ
ン
タ
ー
は
。

８
月
12
日
午
後
～
16
日
迄

お
盆
休
み
の
為
、
休
館
と
な

り
ま
す
。
17
日
よ
り
通
常

開
館
と
な
り
ま
す
。 

 

石
川
自
治
セ
ン
タ
ー
長 

レ
デ
ィ
ー
ス

き
た
す
（
竹
島

君
委
員
長
）
は
、

14
日
今
年
３
回

目
の
健
康
増
進

を
目
的
に
、
町

民
グ
ラ
ン
ド
で

ナ
イ
タ
ー
で
の

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル

フ
を
行
っ
た
。

４
回
開
催
で
の

ト
ー
タ
ル
で
優

勝
を
目
指
し
て

い
る
。 

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞
（
矢
内
美
枝

子
さ
ん
）
の
１
回
と
少
し
盛
り
上

が
り
に
欠
け
ま
し
た
。
最
終
戦

は
、
８
月
４
日
町
民
グ
ラ
ン
ド
で

行
わ
れ
ま
す
。 

 

添田住宅見学の様子。 

感
染
症
予
防
の
為
、
マ
ス
ク
を
し
て
大

き
な
声
出
さ
ず
、
小
豆
畑
委
員
長
の
音

頭
で
、
豊
島
餅
つ
き
唄(

東
京
都)

花
笠

音
頭(

山
形
県)

を
唄
っ
た
。 

 
 

健
康
増
進
ノ
ル
デ
ィ
ク
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
７
月
月
例
会
㏌
中
谷
が
23
日
中

谷
自
治
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
。
20

名
が
参
加
、
今
出
川
渓
流
沿
い
を
軽
快

に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し
た
。
石
川
地
区
か

ら 

ら
、
荒
川
さ

ん
、
小
針
さ

ん
、
山
田
さ

ん
が
参
加
し

た
。 


